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第三者委員会の調査報告書を受けて 
 
 
当社は、適法、健全かつ公正な経営を実現することが重要であると考え、コーポレート 

 

ガバナンス・コードを重視し、コーポレートガバナンスの強化及び経営上の組織体制の整備 
 

や必要な施策の実施に努めているところです。 
 

しかし、この度、当社、前代表取締役社長大東隆行氏の狙撃事件において、反社会的勢力 
 

が関与していたとの一部報道を受けまして、当社が反社会的勢力と関係があるかどうかを 
 

確認することを目的とし、平成２７年１２月２８日に当社のコーポレートガバナンスの評 
 

価・検証のために、第三者委員会を設置することとし、平成２８年１月５日に第三者委員会 
 

の委員を選任し、調査をいただいたところです。 
 

今回、第三者委員会を設置いたしましたのは、当社、前代表取締役社長大東隆行氏の事件 
 

において、反社会的勢力が関与していたとの一部報道を受け、あたかも当社が反社会的勢力 
 

とのトラブルを抱えているとの印象が生じたことを受けまして、当社が反社会的勢力と関 
 

係があるかどうかを確認することを目的とし、当社のコーポレートガバナンスの評価・検証 
 

のためでした。 
 

その意味で、今回の第三者委員会の設立は、これまでの企業が第三者委員会を設置する事 
 

例のような、虚偽の会計などの不祥事・不正事案が発生したからではないという点が、特筆 
 

すべきものであると考えております。 
 

第三者委員会の調査報告書をご覧いただきましたとおり、当社が反社会的勢力との関係 
 

がないということは十分ご理解いただけたものと存じます。これにより、投資家様、お客様、 
 

お取引先様、従業員その他のステークホルダーの皆様に、安心して当社とお付き合い頂くこ 
 

とができるものと確信しております。 
 

第三者委員会の先生方から賜りましたご提言につきましては、これを真摯に受け止め、ま 
 

た、内容をよく精査し、当社のコーポレートガバナンス体制の一層の充実のために活かして 
 

参りたいと存じます。 
 

今後は、より一層、当社のコーポレートガバナンス体制の充実を図るとともに、Ｍ＆Ａや 
 

海外進出などの「攻めのガバナンス」も視野に経営をして参りたい所存でございます。 
 
                                     以上 


